
様式２

 調 査 研 究 結 果

観

点

種目 発行者 教科書名 

技術・家庭 

 （家庭分野） 
東京書籍 

新しい技術・家庭 家庭分野 
自立と共生を目指して 

取
扱
内
容
〔
学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
教
科
、
各
学
年
の
目
標
、
内
容
〕
、
内
容
の
構
成
・
排
列

○ 家庭分野の目標が達成できるよう、次のような学習活動が取り上げられている。 

・「Ａ家族・家庭生活」については、家族・家庭生活に関する知識及び技能を身に付け、これ

からの生活を展望して、家族・家庭や地域についての課題を解決する力を養うよう、相手の

立場や役割を自分に置き換えて考える活動や、高齢者との関わり方を体験する活動になって

いる。 

・「Ｂ衣食住の生活」については、食生活、衣生活、住生活に関する知識及び技能を身に付

け、これからの生活を展望して、衣食住の生活についての課題を解決する力を養うよう、バ

ランスのよい献立を考える活動や、資源や環境に配慮した「エプロン」や「ペットボトルカ

バー」などを製作する活動になっている。 

・「Ｃ消費生活・環境」については、消費生活・環境に関する知識及び技能を身に付け、これ

からの生活を展望して、身近な消費生活と環境についての課題を解決する力を養うよう、ク

レジットカードの三者間契約について理解を深める活動や、消費行動が環境に与える影響を

考える活動になっている。 

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、「責任ある消費者になる

ために」の題材において、学習課題を設定し、見通しをもたせるとともに、SDGsを取り上げ、

自分や家族の消費行動が社会に与える影響を話し合うなど、考えを広げたり深めたりする活動

が取り上げられている。 

○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・３学年間の学習の見通しを立てさせるため巻頭にガイダンス的な内容を位置付けるととも

に、「私たちの生活と家族・家庭の機能」で基礎的・基本的な知識及び技能を身に付ける学

習を行った後に、「地域での協働を目指して」で中学生として地域の人々との関わり方につ

いて学習するなど、系統的・発展的に学習できるような工夫がなされている。 

・「Ａ家族・家庭生活」と「Ｂ衣食住の生活」の関連を図り、幼児のためのおやつを考えた

り、「Ａ家族・家庭生活」と「Ｃ消費生活・環境」の関連を図り、家電製品の購入計画につ

いて話し合ったりするなど、これまでの学習で身に付けた知識及び技能を生かすことができ

るような工夫がなされている。また、北海道に関わりのある内容については、二重窓や無落

雪屋根、郷土料理として石狩鍋が取り上げられている。 

使

用

上

の

配

慮

等

○ 「環境」「防災」「伝統文化」などのマークや「プロに聞く」「せいかつメモ」などを掲載し

たり、中学生キャラクターや学習案内キャラクターを活用したりするなど、生徒の学習意欲を

高める工夫がなされている。 

○ 学習のまとまりごとに振り返る「まとめよう」や、学んだことを実生活につなげる「生活に生

かそう」を位置付けるなど、主体的に学習に取り組むことができるように工夫されている。 

○ 幼児の使う小物や食品の概量などの実物大写真を掲載したり、全ての生徒が学習しやすいよ

う、ユニバーサルデザインフォントを使用したりするとともに、１人１台端末を活用した学習

活動として、「Ｄマーク」（ＱＲコード）を掲載するなど、使用上の便宜が図られている。



そ
の
他

※ 中学校用教科書目録（令和３年度使用文部科学省）による 

○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。 
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調 査 研 究 結 果

観

点

種目 発行者 教科書名 

技術・家庭 

 （家庭分野） 
教育図書 

New 技術・家庭 家庭分野 
くらしを創造する 

取
扱
内
容
〔
学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
教
科
、
各
学
年
の
目
標
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〕
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・
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○家庭分野の目標が達成できるよう、次のような学習活動が取り上げられている。 

・「Ａ家族・家庭生活」については、家族・家庭生活に関する知識及び技能を身に付け、これ

からの生活を展望して、家族・家庭や地域についての課題を解決する力を養うよう、家族の

役を演じ、家族とのかかわり方について考える活動や、高齢者の疑似体験をする活動になっ

ている。 

・「Ｂ衣食住の生活」については、食生活、衣生活、住生活に関する知識及び技能を身に付

け、これからの生活を展望して、衣食住の生活についての課題を解決する力を養うよう、中

学生の１日分の献立を考える活動や、自然災害に備えた安全な住まいの整え方を考える活動

になっている。 

・「Ｃ消費生活・環境」については、消費生活・環境に関する知識及び技能を身に付け、これ

からの生活を展望して、身近な消費生活と環境についての課題を解決する力を養うよう、ク

レジットカードによる買い物の仕組みについて理解を深める活動や、消費生活が環境に及ぼ

す影響を考える活動になっている。 

○主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、「私たちの消費生活」の

題材において、学習課題を設定し、見通しをもたせるとともに、SDGsを取り上げ、普段の生活

において特に重要だと思う目標を考え、グループで話し合うなど、考えを広げたり深めたりす

る活動が取り上げられている。 

○内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・３学年間の学習の見通しを立てさせるため巻頭にガイダンス的な内容を位置付けるととも

に、「家族・家庭の基本的な働き」で基礎的・基本的な知識及び技能を身に付ける学習を行

った後に、「地域の人々との協働のために」で地域の人々と協働する方法について学習する

など、系統的・発展的に学習できるような工夫がなされている。 

・「Ａ家族・家庭生活」と「Ｂ衣食住の生活」の関連を図り、幼児のおやつを工夫したり、

「Ａ家族・家庭生活」と「Ｃ消費生活・環境」の関連を図り、新生活で必要な家電製品等に

ついてレポートにまとめたりするなど、これまでの学習で身に付けた知識及び技能を生かす

ことができるような工夫がなされている。また、北海道にかかわりのある内容については、

雪を落とす三角屋根、郷土料理として三平汁と石狩鍋が取り上げられている。 



使

用

上

の

配

慮

等

○「環境」「防災」「伝統文化」などのマークや「センパイに聞こう」「メッセージ」などを掲

載したり、中学生キャラクターや教師キャラクターを活用したりするなど、生徒の学習意欲を

高める工夫がなされている。 

○学習のまとまりごとに自己評価する「ふり返る」や、学んだことを実生活につなげる「学びを

生かそう」を位置付けるなど、主体的に学習に取り組むことができるような工夫がなされてい

る。 

○新生児の手形や身近な食品などの実物大写真を掲載したり、全ての生徒が学習しやすいよう、

ユニバーサルデザインフォントを使用したりするとともに、１人１台端末を活用した学習活動

として、ＱＲコードを掲載するなど、使用上の便宜が図られている。

そ
の
他

※ 中学校用教科書目録（令和３年度使用文部科学省）による 

○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。 



様式２

調 査 研 究 結 果

観

点

種目 発行者 教科書名 

技術・家庭 

 （家庭分野） 
開隆堂 

技術・家庭 家庭分野 
生活の土台 自立と共生 

取
扱
内
容
〔
学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
教
科
、
各
学
年
の
目
標
、
内
容
〕
、
内
容
の
構
成
・
排
列

○ 家庭分野の目標が達成できるよう、次のような学習活動が取り上げられている。 

・「Ａ家族・家庭生活」については、家族・家庭生活に関する知識及び技能を身に付け、これ

からの生活を展望して、家族・家庭や地域についての課題を解決する力を養うよう、ロール

プレイングを通して、家族の気持ちや立場を考える活動や、高齢者の歩行介助を体験する活

動になっている。 

・「Ｂ衣食住の生活」については、食生活、衣生活、住生活に関する知識及び技能を身に付

け、これからの生活を展望して、衣食住の生活についての課題を解決する力を養うよう、栄

養のバランスのとれた１日分の献立を考える活動や、資源や環境に配慮した「リバーシブル

バッグ」や「クッションカバー」などを製作する活動になっている。 

・「Ｃ消費生活・環境」については、消費生活・環境に関する知識及び技能を身に付け、これ

からの生活を展望して、身近な消費生活と環境についての課題を解決する力を養うよう、ク

レジットカードの三者間契約のメリットやデメリットについて理解を深める活動や、消費者

の行動が社会や環境に与える影響を考える活動になっている。 

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、「持続可能な社会」の

題材において、学習課題を設定し、見通しをもたせるとともに、SDGsを取り上げ、自分たちが

どのような取組ができるか話し合うなど、考えを広げたり深めたりする活動が取り上げられて

いる。 

○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・３学年間の学習の見通しを立てさせるため巻頭にガイダンス的な内容を位置付けるととも 

に、「わたしの生活と家族・家庭」で基礎的・基本的な知識及び技能を身に付ける学習を行

った後に、「家庭生活と地域での活動」で家庭生活と地域との相互の関わり方について学習

するなど、系統的・発展的に学習できるような工夫がなされている。 

・「Ａ家族・家庭生活」と「Ｂ衣食住の生活」の関連を図り、祖父母が喜ぶ食事を考えたり、

「Ａ家族・家庭生活」と「Ｃ消費生活・環境」の関連を図り、新しい電化製品を購入するた

めに、それぞれの特徴を比較しまとめたりするなど、これまでの学習で身に付けた知識及び

技能を生かすことができるような工夫がなされている。また、北海道にかかわりのある内容

については、雪害を防ぐ屋根や融雪システム、郷土料理としてちゃんちゃん焼きが取り上げ

られている。



使

用

上

の

配

慮

等

○「環境」「防災」「伝統文化」などのマークや「先輩からのエール」「豆知識」などを掲載し

たり、中学生キャラクターや学習案内キャラクターを活用したりするなど、生徒の学習意欲を

高める工夫がなされている。 

○学習のまとまりごとに基礎・基本の定着を図る「ふり返り」や、学んだことを実生活につなげ

る「生活にいかそう」を位置付けるなど、主体的に学習に取り組むことができるような工夫が

なされている。 

○子どもの手形・足形や食品などの実物大写真を掲載したり、全ての生徒が学習しやすいよう、

ユニバーサルデザインフォントを使用したりするとともに、１人１台端末を活用した学習活動

として、ＱＲコードを掲載するなど、使用上の便宜が図られている。

そ
の
他

※ 中学校用教科書目録（令和３年度使用文部科学省）による 

○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。 


